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カンボジアにおける土器作り村の調査
―コンポンチュナン州アンドゥオン・ルッサイ村の事例―


























































































　この村の人口は 1,559人，男女の内訳は男性 753人，女性 806人とされている。家の軒数は 328
















イズの等級がある。チャプは 1～ 3まであり，一番大きいものがチャプ・モイ（モイは 1）であり，
チャプ・ピー（ピーは 2），チャプ・バイ（バイは 3）と順に小さくなる。大きさの目安としては，チャ
プ・モイで口径 30cm，胴部最大径 27cm，高さ 30cm程度，チャプ・ピーで口径 22cm，胴部最大
径 32cm，高さ 26cm程度，チャプ・バイで口径 20cm，胴部最大径 27cm，高さ 21cm程度である。
　さらにこれらの等級は，値段の違いに反映される。その目安は，チャプ・モイが 3000リエル（0.75

































































































































4000R（1ドル），大型のもので 15000 R（3.75ドル）である。製作個数は 1日に 20～ 30個だという。













































仲買人が来て買い付けていくという。土器の卸値は，大きさに関わりなく 1個 500 Rであるという


















































































































































いう。収入は 1カ月もしくは半月で 200000 R（50ドル）ほどになる。
　友人と土器作りの話はするが，それは粘土の配合の仕方などで，焼成時の破損を防ぐために応用
するという。この会話によって土器の形が変わることはない。













6時～ 11時，午後が 13時～ 18時である。
　仲買人への卸値は，大型のチュナン（蓋付）と大型のコームが 1700 R（0.425ドル），小型のチュ










　1日の製作個数は 25個である。作業時間は 6時～ 21時までの 15時間で，間に 2時間の昼休み










前が 7時～ 10時，午後が 16時～ 17時あるいは 18時だという。他の製作者に比べ，作業時間が短
いことから，検証が必要であろう。











村の出身である。兄弟は本人を除いて 7人おり，男の兄弟が 5人，妹が 2人である。妹 2人は土器
を作らない。土器作りの家でも，土器を作らないという選択肢はあるようだ。CTさん自身には子
供が 2人おり，娘 1人，息子 1人である。娘は今 5歳なので，学校を出たら土器作りを教えるとい
う 12）。土器作りのメリットは何かと聞くと，家で仕事ができるからだという。
　CTさんが作るのは大型のコームで，1日に土器を 9個作る。製作個数が少ないのは，土器が大










ルッサイ村の出身である。娘が 3人いて，そのうちの 2人が土器を作る。一番下の娘は 9歳なので，
現在練習中である。
　MCさんの作る土器はコームとチュナンの両方で，中型のコームならば 1日に 20個，大型のチュ




　1回の焼成で 600個から 700個焼くが，大型のチュナンの場合には 300個焼くという。
　粘土はクラン・デイ・メア山から採って来るが，普段は夫が採りに行く。夫が行かないときには
購入することもある。











日の製作個数は 10個で，作業時間は午前が 6時～ 10時，午後が 13時～ 17時の 8時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを購入する。箕 10杯分で 5000 R（1.25ドル）である。焼成











　粘土はクラン・デイ・メア山のものを買う。牛車 1台で 5000 R（1.25ドル）である。焼成は 1
回に 200～ 300個焼く。






　土器は 1日に 15個作る。作れるのはコームとチュナンの両方である。作業時間は午前が 4時～
11時，午後が 14時～ 17時の 10時間である。










　作る土器はチュナンとコームの両方で，1日の製作個数は 6～ 7個。作業時間は午前が 4時～ 10
時，午後が 13時～ 18時の 11時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを，牛車 1台分 15000 R（3.75ドル）で購入する。この分量で，








作業時間は午前が 7時～ 11時，午後が 13時～ 18時の 9時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを使うが，自分では採りに行かず，購入する。値段は箕 15
杯で 5000 R（1.25ドル）である。この分量で，100個の土器が作れるという。焼成は 1回に 100～
200個を焼く。








は仲買人の注文次第である。作業時間は午前が 4時～ 11時もしくは 12時，午後が 13時～ 19時で，
13時間ないし 14時間の労働時間である。









　CMさんが作るのは小型のコームで，1日の製作個数は 5個。作業時間は午前が 5時～ 11時，
午後が 13時～ 17時の 10時間である。作業時間の割りに製作個数が少なく，個数に疑問が残る。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを，箕 15杯分で 5000 R（1.25ドル）で購入する。1回の焼成で，
コームとチュナンを 100個程度焼く。
　仲買人はバンチコール村やクサン，チェイ・バックなどから来るが，いつも同じ人である。コー












ら来る。卸値は大型のチュナン 1個で 1400 R（0.35ドル）である。1日の製作個数は 9～ 10個で，
作業時間は午前が 7時～ 11時，午後が 13時～ 17時の 8時間である。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを夫が掘りに行くが，夫が採りに行かないときには買うこと
もある。買う場合は 10袋（多くの製作者が使っているセメント袋であろう）で 5000 R（1.25ドル）





　2009年 3月に聞き取りをしたMBさんの家で，娘の PSPさんと PSKさんに話を聞いた。
　PSPさんは 27歳。土器作りを始めたのは 15歳のときで，母から習った。1日の作業時間は，午











ント袋 5袋で 5000 R（1.25ドル）だが，4袋で
この額になることもあるという。
　仲買人はバンチコール村から来る人だけであ
る。大型のチュナンで 1個 1400 R（0.35ドル），













　1日の作業は午前 5時から午後 5時までで，昼の休みを除いて実働 10時間くらいであろう。コー





う。買う場合には，牛車 2台で 10000 R（2.5ドル）である。
　仲買人はバンチコール村から来る人だけで，卸値は中型のチュナンで 1400 R（0.35ドル），小型
のもので 800 R（0.2ドル）である。小型のものがチュナンなのかコームなのかはわからない。1回












には 5袋で 5000 R（1.25ドル）である。
　焼成は 1回で 200～ 300個焼く。燃料の竹は 1束 400 R（0.1ドル）である 17）。
第 9図　PSPさん製作の土器
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　仲買人はバンチコール村，クサーン村，そして CDCから来る。卸値は中型のチュナンで 1500 R















　1日の作業は，午前 4時から午後 7時までで，この時間で小型のコームなら 1日 30個作る。粘
土はクラン・デイ・メア山のもので，自分で掘りに行くが，村の人に頼むこともある。買う場合に
は 4袋で 5000 R（1.25ドル）である。
　焼成は 1回で 400～ 500個焼くというが，300個くらいの時もあるという。焼成は庭先でおこない，
燃料の竹の束は 1束 4000 R（1ドル）である。
　仲買人はコンポンチュナンのプサー・ルー（上市場）から来る人だけである。小型のコームで







　作るのはチュナン，コームだけで，1日に大型のチュナン 19）を 7～ 10個作る。作業時間は午前
7時から午後 5時までである。
　粘土はクラン・デイ・メア山のものを使う。粘土は息子が掘りに行くが，村人に頼むこともあ
る。その場合は 5袋で 5000 R（1.25ドル）である。1回の焼成では 200個焼く。燃料の竹の束は 1
束 3000 R（0.75ドル）である。

















焼成は 1回に 100～ 130個程度焼く。燃料の竹は購入したものである。焼成の頻度は，乾季には月










で掘りに行くことが多いが，村の人に頼むこともある。その場合は箕 10杯分で 5000 R（1.25ドル）
である。この山の粘土はとても良いという。
　1回の焼成では，大小取り混ぜて 300～ 400個ほど焼く。この数は，PNさん 1人で作った数で







































成で焼く個数は，土器のサイズや季節にもよるが，少ない人で 70個，多い人で 600～ 700個焼い
ている。この数がいかに多いかは，コンポート州のドムナックチャンバッ村の状況と比べるとわか

























プロジェクト），坂下凌哉（南山大学大学院生），Mourn Soheap（Royal University of Fine Arts），





























15） 1）と同じ Khumの一覧表によると，コンポントララチ郡 Srok Kampong Tralachのオウ・ルッサイ区 Khum 
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